
NYダウ（日足）と金融当局のPKO

1出所：筆者作成



バンクオブアメリカとゴールドマンは大まかに150億ドル/月の恒久的なOMOを
想定している。この戦略により、バランスシートは年間約1,800億ドル膨らみ、
Fedによる米国債の純購入額（赤と灰色の棒の合計）は今後数年間で約
3,750億ドルになる。

2出所：ゼロヘッジ



「長期的には相場では決して勝てない」

• チューダー・ファンドのポール・チューダーは、「史上最高の投資家、ジェシー・リバモア
は長期的には相場では決して勝てないと言ったと伝えられている。相場に決して勝て
ないという考え方は驚くべき見方だ。だからこそ私の哲学は巧みな防御なのだ。自分
が超人的な洞察力を持っているなどと思ってはいけない。常に自信を持っていなくて
はならないが、注意を怠ってはいけない」と『マーケットの魔術師』のなかで語っていま
す。

3

「マーケットの魔術師 米トップトレーダーが語る成功の秘訣」
ジャック・D・シュワッガー, 横山直樹（パンローリング）

本書は、世にこれほどすごいヤツたちがいるのか、ということを知らしめたウィザード
シリーズの記念すべき第一弾。ここには今や伝説となった、リチャード・デニス(ター
トルズ産みの親）、トム・ボールドウィン、マイケル・マーカス、ブルース・コフナー、
ウィリアム・オニール（『オニールの成長株発掘法』の著者）、ポール・チューダー・
ジョーンズ、 エド・スィコータ、ジム・ロジャーズ、マーティン・シュワルツ（『ピット・ブ
ル』の著者）など、トレード界の「ドリームチーム」とも言うべき、きらめき光り輝いて
いる面々が勢ぞろいしている。

「本書を読まずして、投資をすることなかれ」とは世界的なトップトレーダーがみん
な口をそろえて言う「投資業界での常識」である！



ジェシー・リバモア
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）

• マサチューセッツ州シュルーズベリー出身。貧しい移民の家庭に産まれ、証券会社の
黒板書きの仕事に携わりながら資金を溜めて株取引を始めるに至った。

• 15歳のとき年上の同僚から差金決済取引の原型となるバケット・ショップに誘われ、
3ドル12セントを儲けた時から投機家へと足を踏み出すことになる。彼は『無鉄砲な
少年相場師（boy plunger）』の異名が付くほどバケット・ショップを相手に勝ち
続けた。

• 1897年、 ニューヨーク証券取引所に発注する実際の株取引を開始するが、6ヶ月
足らずで破産する（1度目の破産）。

• 1900年10月、ネティ・ジョーダンと1度目の結婚。翌1901年、強気の相場に乗り
5万ドル（現在の貨幣価値で20億円程度）の資産を作る。1906年、世界経済
の情勢を分析して、この5万ドルを空売りに投じる。株価が下落するという読みは正
しかったものの仕掛ける時期が早すぎたため、直後の株価の反騰の波に飲まれ、5
月に2度目の破産。妻・ネティのために購入した高額の宝石類を質入して投機につぎ
込むという頼みを断られたことをきっかけに、夫婦仲は悪化し別居が始まった。
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• 1907年、2度の破産から立ち直り、100万ドル（現在の貨幣価値で200億円）の資
産を保有するようになるが、「コットン・キング」の異名を持つパーシー・トーマスの勧めで
コットン市場にも手を出すようになる。しかし1908年、コットン相場の大暴落で綿花の買
い占めに失敗、莫大な負債を抱えることになる。

• 負債を抱えながら投機を続けることに限界を感じたリバモアは、債権者一人ひとりに「再起
したら必ず負債は返す」と約束してまわった上で1915年2月18日、破産を申請、受理さ
れる（3度目の破産）。

• 破産が確定して精神的に開放されたリバモアは再び市場で勝ち始め、1917年に債権者
達に負債を完済する。

• 同年10月に長年別居していたネティと離婚し、ショー・ガールだったドロシー・ウェントと出
会って2度目の結婚。2児をもうける。
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欲望と幻想の市場: 伝説の投機王リバモア

"ウォール街の賢人" について書かれた中で

最良の書物だ。すべての言葉は金言であり、
もし本書を持っていないなら、大至急、本日中
にも買い求めること。――『ラリー・ウィリアム
ズの相場で儲ける法』より



• 1929年9月4日、世界恐慌の引き金となった暗黒の木曜日に向けた空売りを行ない、
1億ドル（現在の貨幣価値で4000億円）以上の利益をあげる。10月24日、リバモ
アは大量の売りポジションを持っており、もし彼がこのまま売り続ければNY市場は本当
に崩壊しかねない状態であった（リバモアは売り買いが上手くいっている時にさらに積み
増すピラミッディングを得意とした）。ついにJ・P・モルガンがリバモアにわざわざ使いをよ
こし、市場を救済するため、これ以上の売りは行わないよう要請してきた。これを受け翌
10月25日の朝、リバモアは猛然と買い戻しに入り、主要なあらゆる株をも買い捲る行
動に出た。これをきっかけに市場の流れは変わり、暴騰相場が始まった。銀行家達は、リ
バモアの愛国的な行為に感謝した。

• 1932年9月16日、不倫が元で別居していたドロシーと離婚。離婚後しばらくしてハリ
エット・メッツ・ノーブルと出会い、1933年3月28日に結婚。ハリエットの結婚は4度目
であり、しかも彼女の前夫たちはみな自殺していた。

• 1934年3月5日、4度目の破産。

• 1940年3月、息子ジェシー・ジュニアの勧めから『How to Trade in Stocks』を著
すが評判はいま一つであった。同年11月28日、ニューヨークのホテルの一室で「どうし
ようもない。事態は悪くなるばかりだ。私は戦うのに疲れた。もう続けていけない。私には
これしか方法がない。私は君の愛には値しない。私は失敗者だ。本当にすまないが私に
はこれしか方法がないのだ」と書かれた遺書を妻に残し、ピストル自殺を遂げた。晩年は
うつ病を患っていた。

• 彼が死に際して残した信託と現金は500万ドルにのぼっていた。
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ドル/円の短期＜順張り＞シグナルとトレーリングストップライン

7出所：石原順のメルマガ「マーケットの極意」



いかにして損をするか・・トレーリングストップの有効性

• 筆者にとって上下のストップ幅損切りラインと同じくらい重要なのが、トレーリン
グストップ注文による「強制利食い」である。ストップロスポイントまで待つこと
なく素早く相場から撤退できる。

• 三角もちあい相場が収縮する中で、昨年からドル/円はトレンドレスな相場が
続いている。最近のドル/円相場は特にトレンドが発生しにくいので、システム
トレード（プログラムによる自動売買）では、緑色のトレーリングストップライ
ン①を使ってトレードをおこなっている。

• おかしな話だが、筆者は「いかにして損をするか」という問題に30年超取り組
んできたのである。相場で全勝するのは不可能である。だから、いかに負ける
かが重要なのだ。

• 相場で一番大切なのは防御で、具体的にはストップロス注文を置くことであ
る。あとに残された課題は利益をいかに伸ばすかだが、損失の最小化と利益
の最大化を両立させる注文方法は＜トレール注文＞であろう。

• （出所：石原順のメルマガ「マーケットの極意」）
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NYダウの短期＜順張り＞シグナルとトレーリングストップライン

9出所：石原順のメルマガ「マーケットの極意」



NY原油先物（日足）とATRトレールストップ（動的に変化）

10出所：石原順のメルマガ「マーケットの極意」



勝っても負けても、皆自分の欲しいものを相場から手に入れる

• 「投資に必要な能力は何か？」という質問をよく受ける。これは難しい質問だが、「未来
を正確に予測することは誰にもできない」ので、能力や資質があるかいなかという問題
は、「誰も資質がない」ということになる。所詮は人間がやっていることで、投資で成功す
るかどうは「運」に左右されることも多い。

• ラリー・ウィリアムズは、「マネーマネジメントとは、トレードにおいて最も重要なルールで
ある。トレンドや価格ももちろん重要だが、自分の資金をどう扱うべきかを分かっている
かどうかは最も大切なことである」と述べているが、相場を当てる（トレンドをとる）とい
う行為より、資金がなくなってゲームオーバーとなるという事態の方が重要であることは
間違いがない。したがって、ゲームオーバーにならないように運用することができる人は、
投資家としての能力をもっているといえるだろう。

• 投資本の名著『マーケットの魔術師』に登場するエド・スィコータは、「ほとんどの敗者
は負けたがっている、そして目標に到達できない」、「負けるトレーダーは彼自身を変えた
いとは思っていない」と述べている。

• 「そんな馬鹿な話があるか？」と皆が思うだろう。投資家は皆「勝ちたい」と思っている
が、実際の投資行動は「負けたい」という投資行動になっていることが多い。エド・スィ
コータは、「勝っても負けても、皆自分の欲しいものを相場から手に入れる」と言ってい
る。これは、相場の本質を突いたとても深い言葉である。
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出所：石原順のメルマガ「マーケットの極意」



ドル/円（日足）
順張りの標準偏差ボラティリティトレードモデル

12出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ポンド/ドル（日足）
順張りの標準偏差ボラティリティトレードモデル

13出所：楽天MT4・石原順インディケーター



14出所：パンローリング



レイ・ダリオの恐るべき洞察力 「昔からある危険な旅の
次の帰結は？ 1935-45 との類似点」（レイ・ダリオ）

15出所：石原順のメルマガ「マーケットの極意」
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17

出所：筆者作成


